
日本国際博覧会において、若手建築家が設計した休憩施設のひとつ「休憩所1」。赤と黄色のグラデーションが目を引く、軽やかな大きな布が屋根となり、まるで建築が衣服を纏うような外観デザインになっている。

水まわりの特長
建物の特徴
5年に一度世界1ヶ所のみで実施される国際的イベント「国際博覧会」が大阪市内の夢洲（ゆめしま）で開催。会場内の休憩所・ギャラリー・トイレなど計20施設を、公募型プロポーザルにて若手建築家が設計。「休憩所1」は、色鮮やかな布の大屋根のもと組み立てが容易な円形平面の建築。視覚・触覚・聴覚・嗅覚などを触発する空間とすることで、さまざまな人に開かれたインクルーシブな空間となる。布素材の屋根は、光を透過し内部を明るく照らし、海風になびくことで多様な表情を持ち、包み込むような空間を創出。中央には寝転がって過ごすこともできる「ころころひろば」があり、メッシュ膜でできた床からは冷気がしみ出し、厳しい暑さの夏に活躍が期待される。

水まわりの特長
円形広場「ころころひろば」を囲むように、トイレや授乳室などを配置し、外部からの視線に配慮。一体的な空間のなかで、男性トイレ、女性トイレ、バリアフリートイレなどのそれぞれの空間は、壁で仕切ることなく、色やサインで違いを持たせて、ゆるやかにつながり、乳幼児連れや異性介助など、多様性を優しく包み込むような設計となっている。また、だれでも利用できるオールジェンダートイレのほか、バリアフリートイレ、授乳室や調乳スペース、カームダウン・クールダウンルームなどを設置。あらゆる利用者の快適性を考慮した多様な配慮が盛り込まれ、「多彩なパビリオンが立ち並び、情報が飛び交う万博だからこそ、木陰のように少し立ち止まれる場を提供したい」という思いを実現している。

ころころひろばを囲むように、トイレや授乳室を配置し、外部からの視線を遮るよう配慮。また、空間は壁で仕切らず、ゆるやかにつながる構成としている。

建築概要
名称	 2025年日本国際博覧会	休憩所1
所在地	 大阪府大阪市此花区夢洲中1-1-20（2025年日本国際博覧会会場内）
施主	 公益社団法人	2025年日本国際博覧会協会
設計	 大西麻貴＋百田有希／o+h
竣工年月	 2025年3月
延床面積	 830.10㎡
構造・階数	 膜構造、鉄骨造、木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：	CFS498B
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5831AUP
自動洗浄小便器：UFS900WR
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21L1A1ADD2WA
収納式多目的シート：EWC520AR系

女性トイレは、ピクトグラムと個室内の壁面を同じピンク色で統一。男性トイレと同様に、中央にベンチを配置。外部からの視線が届かない奥のスペースに、身繕いができるスタイリングコーナーを設置した。大便器はもとより小便器も個室化し、利用者のプライバシーに配慮。中央に多用途に活用できるベンチを設置。一体的な空間のもと、ピクトグラムと個室の壁面の色使いで、直感的に性別がわかるよう工夫している。施設内の各所に、色やピクトグラム、文字を活用し、各エリアの仕様が直感的に認識できるよう工夫された案内図を設置。さらに、視覚障がい者向けにすべて触知図を採用している。

布素材の屋根が光を透過する、休憩所1の中央部に併設された、ころころひろば。明るく心地よい空間は、靴を脱いで遊べる。手前に休憩用アーチ状ベンチを配置。子どもの遊ぶ様子を見守りながらくつろげる。

光や音などの刺激を遮断し、心を落ち着かせるスペース。鍵付き個室と、カーテン仕切りの複数人対応空間の2種類を用意。空調や照明の調整を可能とし、室内の周囲をクッション素材で覆い安全性にも配慮している。オールジェンダートイレを5ヶ所設置しているほか、授乳室やおむつ交換室、調乳スペースなどを用意。性別を問わず利用できるスペースは、ピクトグラム・内装などにクリーム色を用いている。オストメイトに配慮したコンパクト・バリアフリートイレパックを採用。左右勝手違いの仕様を横並びで2ヶ所設置し、入口に触知図を掲示することで、器具の配置をわかりやすく示している。

入口付近に設けられた洗面コーナーは、トイレに入ることなく手を洗うことが可能。利便性が高く、衛生面に配慮された設計となっている。
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洗面コーナー 入口付近に設けられた洗面コーナー
は、トイレに入ることなく手を洗うことが
可能。利便性が高く、衛生面に配慮さ
れた設計となっている。

バリアフリートイレ オストメイトに配慮したコンパクト・バリア
フリートイレパックを採用。左右勝手違
いの仕様を横並びで2ヶ所設置し、入
口に触知図を掲示することで、器具の
配置をわかりやすく示している。

オールジェンダートイレ オールジェンダートイレを5ヶ所設置し
ているほか、授乳室やおむつ交換室、
調乳スペースなどを用意。性別を問わ
ず利用できるスペースは、ピクトグラム・
内装などにクリーム色を用いている。

カームダウン・
クールダウンルーム

光や音などの刺激を遮断し、心を落ち
着かせるスペース。鍵付き個室と、カー
テン仕切りの複数人対応空間の2種
類を用意。空調や照明の調整を可能
とし、室内の周囲をクッション素材で覆
い安全性にも配慮している。

ころころひろば 布素材の屋根が光を透過する、休憩
所1の中央部に併設された、ころころ
ひろば。明るく心地よい空間は、靴を
脱いで遊べる。手前に休憩用アーチ
状ベンチを配置。子どもの遊ぶ様子を
見守りながらくつろげる。

案内図 施設内の各所に、色やピクトグラム、文
字を活用し、各エリアの仕様が直感的
に認識できるよう工夫された案内図を
設置。さらに、視覚障がい者向けにす
べて触知図を採用している。

男性トイレ 大便器はもとより小便器も個室化し、
利用者のプライバシーに配慮。中央に
多用途に活用できるベンチを設置。一
体的な空間のもと、ピクトグラムと個室
の壁面の色使いで、直感的に性別が
わかるよう工夫している。

女性トイレ 女性トイレは、ピクトグラムと個室内の
壁面を同じピンク色で統一。男性トイ
レと同様に、中央にベンチを配置。外
部からの視線が届かない奥のスペー
スに、身繕いができるスタイリングコー
ナーを設置した。
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パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：	CFS498B
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コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21L1A1ADD2WA
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図面
ころころひろばを囲むように、トイレや授乳室を配置し、外部からの視線を遮るよう
配慮。また、空間は壁で仕切らず、ゆるやかにつながる構成としている。

水まわりの特長
建物の特徴
5年に一度世界1ヶ所のみで実施される国際的イベント「国際博覧会」が大阪市
内の夢洲（ゆめしま）で開催。会場内の休憩所・ギャラリー・トイレなど計20施設を、
公募型プロポーザルにて若手建築家が設計。「休憩所1」は、色鮮やかな布の大
屋根のもと組み立てが容易な円形平面の建築。視覚・触覚・聴覚・嗅覚などを触発
する空間とすることで、さまざまな人に開かれたインクルーシブな空間となる。布素
材の屋根は、光を透過し内部を明るく照らし、海風になびくことで多様な表情を持
ち、包み込むような空間を創出。中央には寝転がって過ごすこともできる「ころころ
ひろば」があり、メッシュ膜でできた床からは冷気がしみ出し、厳しい暑さの夏に活
躍が期待される。

水まわりの特長
円形広場「ころころひろば」を囲むように、トイレや授乳室などを配置し、外部から
の視線に配慮。一体的な空間のなかで、男性トイレ、女性トイレ、バリアフリートイレ
などのそれぞれの空間は、壁で仕切ることなく、色やサインで違いを持たせて、ゆ
るやかにつながり、乳幼児連れや異性介助など、多様性を優しく包み込むような
設計となっている。また、だれでも利用できるオールジェンダートイレのほか、バリアフ
リートイレ、授乳室や調乳スペース、カームダウン・クールダウンルームなどを設置。あ
らゆる利用者の快適性を考慮した多様な配慮が盛り込まれ、「多彩なパビリオン
が立ち並び、情報が飛び交う万博だからこそ、木陰のように少し立ち止まれる場を
提供したい」という思いを実現している。

外観 日本国際博覧会において、若手建築
家が設計した休憩施設のひとつ「休
憩所1」。赤と黄色のグラデーションが
目を引く、軽やかな大きな布が屋根と
なり、まるで建築が衣服を纏うような外
観デザインになっている。

https://jp.toto.com/com-et/jirei/

